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第1章 問題と目的 

 

 青年期は自己確立の時期であり，その過程において，友人と互いの価値観を語り合い親密

な関係を構築することが重要となるが，現代大学生は友人関係において互いに傷つけること

を避け，表面的な楽しさを求める傾向があり，周りから浮くことを避けるべく他人に同調す

る者が増えていることが指摘されている。 

従来，同調行動については，社会的な適応を促進するといったポジティブな側面が多く報

告されてきたが，同調性の高い友人関係を持つ者は適応感が低い（石本・久川・斎藤・上

長・則定・日潟・森口，2009）というネガティブな側面も報告されている。同調行動には，

内心から他者の言動を受け入れる「内面的同調」と，表面的には同調しているように見える

が内面では異なっている「表面的同調」があり，他者意見が自分のものと異なる場合に自分

を意見を抑えて他者に合わせる「表面的同調」をとることで葛藤が生じ，内的な適応が損な

われている可能性があると考えられる。 

こうした問題の背景には青年のソーシャルスキルの未獲得や不足があると考えられ，ソー

シャルスキルが低い者は，対人関係を回避することによって，他者からの拒絶や衝突を防ぎ，

自分を守っていること（渡部，1999），同調行動をする者は社会的スキルが不足しており，

劣等感が高いことが示されている（桜井，1993）。 

これらのことから，ソーシャルスキルが低い者は同調行動をとることにより，外的な適応

はできていると考えられる一方で，周囲の意見と自分の意見が異なる場合に，自分の意見を

抑えて他人に合わせることにより，ストレスを感じ，内的な不適応に陥る可能性が高いと考

えられる。また，傷つけ合うことを恐れ，表面的な友人関係を築く傾向がある現代の大学生

においては，友人との衝突を防ぐために，自分の本音を抑え，表面的同調をすることが考え

られる。そこで本研究では，友人関係における表面的同調に焦点を当て，ソーシャルスキル

および適応感との関連について検討し，大学生の適応感を高めるために貢献する要因を明ら

かにすることを目的とする。また，性差や学年差についても探索的に検討を行う。現代大学

生の対人関係の特徴を理解することで，円滑で適応的な対人関係を構築するための心理学的

援助の一助となることが期待される。 

 

第2章 方法 

 

2.1 調査対象者 

 本研究の調査協力依頼に同意を得られた都内私立大学生（18～24 歳）の男女 300 名 

を調査対象者とした。 

 

2.2  Web 形式の調査票の構成 

(1) 表紙 

 調査の趣旨や調査協力依頼の旨，倫理上の配慮等を含んだ説明文。 
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(2) 対象者に関する項目（年齢，性別，学年） 

 研究対象として設定した 18～24 歳の大学生であるかどうかを確認するための年齢，性差や

学年差の検討に必要な性別，学年についての記入欄。 

(3) 同調行動尺度(19 項目) 

 高校生を対象に作成された葛西・松本(2010)の同調行動尺度を，五十嵐・野村・岩崎

(2014)が大学生の同調行動傾向の測定に適した項目に修正したものを使用した。この尺度は，

「内面的同調」との関連が深い「仲間への同調」因子（9 項目）と，「表面的同調」との関連

が深い「自己犠牲・追従」因子（10 項目）の 2 因子（計 19 項目）から構成される。 

(4) 成人用ソーシャルスキル自己評定尺度短縮版（20 項目） 

 吉良・尾形・上手(2020)による成人用ソーシャルスキル自己評定尺度の短縮版を使用した。

この尺度は，「コミュニケーション・スキル」と「対人スキル」の２つの側面からなる。

「コミュニケーション・スキル」の側面としては，汎状況的に個人が相手に自らの意思を伝

えるのに必要な「記号化」（3 項目），個人が相手の意図を受け取るのに必要な「解読」（３

項目），コミュニケーション過程において個人内に生じる感情に対処するのに必要な「感情

統制」（4 項目）の 3 つがある。「対人スキル」の側面としては，初対面の人同士が出会った

ときに必要な「関係開始」（３項目），すでにできあがっている対人関係を維持するのに必

要な「関係維持」（4 項目），相手の意思を尊重しながらも，自分の意思を抑えることなく相

手に伝える「主張性」（3 項目）の 3 つがあり，6 因子（計 20 項目）から構成される。 

(5) 大学生用適応感尺度（29 項目） 

 大久保・青柳(2003)が作成した大学生用適応感尺度を使用した。この尺度は，個人と環境

の適合性の視点から個人の主観的適応を測る尺度である。「居心地の良さの感覚(10 項目)，

「被信頼感・受容感」(6 項目)，「課題・目的の存在」(7 項目)，拒絶感のなさ(6 項目)の 4 因

子(計 29 項目)から構成される。 

 

  

第3章 結果と考察 

 

 各尺度において，性別と学年による 2 要因分散分析を行った結果，同調行動尺度の「自己

犠牲・追従」で有意な交互作用が見られ，女性において，学年の主効果が有意であり，3 年生

よりも２年生のほうが有意に得点が高く，2 年生において，性別の主効果が有意であり，男性

よりも女性のほう有意に得点が高かった。また，ソーシャルスキルでは，「解読」，「記号

化」は男性より女性のほうが有意に得点が高く，「主張性」，「感情統制」は女性より男性

のほうが有意に得点が高かった。加えて，適応感尺度では，「居心地の良さの感覚」「被信

頼感・受容感」「課題・目的の存在」のいずれも男性より女性の方が有意に得点が高かった。 

男性は他者と自分は異なる存在であると捉え，自分の意見を主張する傾向が強いのに対し，

女性は周りからどのように思われているのか気にしたり，他者と円滑な関係を築くことを重

視したりといった傾向が強いため，周りに合わせる行動をとりやすいのではないかと考えら

れる。特に，大学 2 年生は，新しい友達との良好な関係性を保つことが重要になってくると
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思われるため，新しい環境での社会的な適応を得るために，同調行動をとることが多くなる

ことが示唆された。 

 各尺度の相関分析を行った結果，ソーシャルスキルの「関係開始」「主張性」は，同調行

動の「自己犠牲・追従」と弱い負の相関を示した。主張性スキルは，相手の意思を尊重しな

がらも，自分の意思を抑えることなく相手に伝えることとされている（相川・藤田，2005）。

このスキルが不足している場合，自分の意見を相手に受け入れてもらえるように伝えられる

自信がなかったり，自分の意見よりも他者の意見を尊重してしまったりするため，自分の意

見を抑えてしまうのではないかと考えられる。また，同調行動の「自己犠牲・追従」は，適

応感の「被信頼感・受容感」「課題・目的の存在」「拒絶感のなさ」と弱い負の相関を示し

た。自分が受け入れられていないと感じる関係においては，周りと違う意見を言うことで相

手から否定的な反応をされる可能性があるため，他者の意見に合わせる傾向が高まると予想

される。一方で，周りから無条件に受け入れられ，安心できる関係性のなかでは，ありのま

まの自分の意見や考えを出しやすいのではないかと考えられる。 

 最後に，ソーシャルスキルが同調行動の「自己犠牲・追従」を介して適応感に至るパスが

存在することを仮定し，共分散構造分析によるパス解析を行った結果，ソーシャルスキルか

ら自己犠牲・追従に有意な負のパス，自己犠牲・追従から適応感にも有意な負のパス，ソー

シャルスキルから適応感へは有意な正のパスが示された。ソーシャルスキルが低いと表面的

同調行動をとる傾向が高く，自分の意見や考えを主張せず他者に合わせることで，他者との

関係を円滑に保ち，一時的な安心感を得ることができ，社会的な適応感をもたらすのではな

いかと推察される。一方で，自分の本当の価値観や意見を抑えて他者に合わせすぎてしまう

ことで，ストレスや不満が生じ，内的適応感の低下に繋がるのではないかと考えられる。特

に本研究では，「主張性」や「関係開始」など，自己主張したり，他者に自分から話しかけ

たりといった対人スキルが低いと，自分の意見や感情を積極的に他者に伝えることが難しく，

我慢することが増え，内的な不調和が生じやすいことが推察された。このことからソーシャ

ルスキルを獲得し適応感を高める過程において，他者の気持ちを汲み取りながら，より積極

的に他者と関わり，自分の気持ちを表現したり，自分の考えや意見を主張できるようになっ

たりすることが重要であることが示唆された。
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